
 

   

 

 

 

 

 

 

 

赤ちゃんはなぜ笑う？ 

校 長  西田 義貴 

 

木守柿 あらそう客の さわぎかな （萬丁居 由樂） 

 

木守柿（布施柿）に近所の小鳥たちが次々と訪れ実を啄んでいます。何を語り合っている

のか，ほのぼのとした騒がしさに，しばし目を奪われていました。庭に目をやると尾長がピ

ラカンサス，ナンテン，センリョウ，マンリョウ，モッコク，モチなど，こちらは，手当た

り次第に赤い実を啄んでいます。季節の移ろいを鳥が教えてくれている，そんな気がしてい

ます。 

 

【赤ちゃんはなぜ笑う？】 

生まれたばかりの赤ちゃんは笑わないそうですが，本当でしょうか。泣くのは確かで

す。赤ちゃんが笑い始めるのは，母親が笑ってみせるからだとも言われます。 

果たして，お母さんは「笑うときにはこうして笑うのよ」と，笑いの意義を説明し，笑

う顔付きをつくって見せ，笑い声の出し方を教えているのでしょうか。私はそんなことを

聞いたこともなければ，見たこともありません。そんなことがあるなら，とっくに「笑い

方の教え方」などという本が出版されているに違いありません。 

お母さんは，自分の分身である赤ちゃんと対面して喜び，笑顔になりますが，赤ちゃん

は，それを体で感じ取って笑いを覚える，と心理学者は言います。そこには，教えるつも

りもなければ，学び取るつもりもないのです。しかし無意識のうちに教え教わる教育が成

立していることになります。 

動物の子育てのことに，以前触れたことがありますが，鶴は，卵からふ化する前に，母

鶴がくちばしで卵の殻をつつく音で母鶴を知り，卵からかえった子鶴は，決して母鶴をま

ちがうことがないそうです。体内にいる赤ちゃんは，お母さんからどんな影響を受けてい

るか分かりませんが（胎教という言葉がありますから，いろいろ影響を受けていることは

間違いありません），少なくとも生まれてからは，全ての接し方，扱われ方が子供の教育

になっていることは言うまでもありません。 

私たちは，知らず知らずのうちに親から教えてもらったことを，また繰り返して我が子

に知らず知らずのうちに教えています。日本人は，自然に親しみ，自然を愛する民族だと

言われますが，そういう民族性も引き継がれているのでしょう。 
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１２月の生活目標  『整理整頓をしよう』 

 

月の生活目標  『遊び方を工夫しよう』

 

 １２月の行事予定 
日 曜 行       事 こどもひろば 

1 日   

２ 月 全校朝会（体育館） 委員会活動（６校時） 盲導犬キャラバン４年生  

３ 火 おはなしの森（４年生）  

４ 水 
ピョンピョンタイム（１，２，３年生） 午前授業 図書ボランティア活

動日 
 

５ 木 エコプロダクツ参加（６年生） 校外学習（３年生） 安全指導  

６ 金 午前授業（６年１組は５時間授業）  

７ 土  ○ 

８ 日  ○ 

９ 月 全校朝会（放送）  

１０ 火 避難訓練  

１１ 水 ピョンピョンタイム（４，５，６年生） おはなしの森（２年生）  

１２ 木 わくわく班活動ロング  脊柱側弯検診（５年生・６年生該当児童）  

１３ 金 クラブ活動             

１４ 土  ○ 

１５ 日  ○ 

１６ 月 全校朝会（プール広場）  

１７ 火 おはなしの森ロング（６年生）  

１８ 水 全校児童集会（５校時）  図書ボランティア活動日  

１９ 木   

２０ 金 クラブ活動  

２１ 土   ○ 

２２ 日  ○ 

２３ 月 全校朝会（体育館）  

２４ 火 クラブ発表会 給食終了  

２５ 水 終業式  

２６ 木 冬季休業日始   

２７ 金   

２８ 土   

２９ 日   

３０ 月   

３１ 火   

1 水 元日  

２ 木   

３ 金   

４ 土   

５ 日   

６ 月   

７ 火 冬季休業日終了  

８ 水 始業式（４時間授業 １２時３０分ごろ下校）  

９ 木 給食開始  

 


